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撫
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轟
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・豊
一一（
懸
壼

東
日
本
人
震
災
で
被
災
し
た
水
産
加
工

会
織
で
つ
く
る
気
機
濃
魔
携
熊
工
機
灘
織

合

富^
城
県
気
機
濯
市
）
は
、
水
菫
鸞
二

銀
の
輸
出
に
驚
り
出
す
。
２
９
１
６
年
度

か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
商
談
会
を
開
き
、

織
合
各
社
が
ア
ジ
プ
各
国
の
飲
食
店
や
ス

ー
パ
Ｉ
Ｌ
薦
轟
覆
納
入
で
き
る
よ
う
商
談

成
立
を
磯
懸
す
。
糠
本
国
内
で
魚
の
講
量

量
が
減
少
す
る
中
、
海
外
市
場
蘭
拓
で
生

き
残
り
を
図
る
「

華学
鯖
艦
ギ
疇
一

務
策鐘
蝙
鷲
幅

催
す
る
‐。
■
本
製
轟
の
海
外

飯
路
閣
拓
を
手
掛
け
る
キ
■

ア
テ
ッ
ク
ス

（東
京

・
世
郎

谷
）
と
協
力
し
‐、
同
社
が
シ

一
‐‐‐
ン
ガ
ポ
■
ル
一
持
つ
ア
ン
テ

ナ
シ
「
ツ
プ
に
組
合
の
商
品

邊
震
塚
「
地
元
飲
食
麿
ゃ
ス
ニ
　

γヽ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
単
独

な
密
“
“
籠
静
摯
御
電
峰
犠

一購
］
罐
晦
騨
難
醸
輔
摯
嘲
軸

一
一
一
神
呻
『
棒
善
攀
織
輌
一
』
一
彎
鼈
靱
一
軒
晰
一
い
い

け
担
当
者
１５
人
ほ
ど
を
気
機

一庫
が
纏
舎
を
支
援
す
る
。

醸
漉
披
篠

デヽ
ジ
タ
ル
で
紹

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
を
体
験

を
感
鶴
す
る
‐‐ヽ．蔵

で
き
る
未
来
ブ
ー
ン
Ｌ
分
け

る
格
設
晨
一丁
虚

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
．

未
来
プ
ー
ン
の
体
験
デ
モ
は

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
日
一

磁
性
の
最
先
麟
を
麟
究
し
て
い

設
を
始
め
た
４
一

る
東
北
大
学
金
属
材
料
研
究
所

卜

（秋
測
県
曲
一

一ｌ
Ｆア■
，
デ，
■
一ヽ
ム
で
ガ
ｆ
ｔ
一ｔ４
ゞ
Ｌ
こ
　
一ヤ●
護
■
一■Ｉ
一■ヽ
卜
´
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狸警

倅
一品
、
闇
１
‐Ｋ
翁
傘
下
韓

本
格
富鐘
ヘ
フ
ァ
ン
ド
か
ら
全
株
取
得

l歴史み|うし|ヽ館J

書
森
県
の
画
賞
驚
で
経
営

再
建
中
の
中
〓

（育
森
書
）

灘
鷺
な
ど
を
震
関
す
る
Ｍ
崚

Ｋ

（聞
）
が
中
一
の
全
練
式

結
ん
だ
。
譲
渡
金
額
は
公
表

し
て
い
な
ひ
。
Ｍ
■
Ｋ
は
中

|「
80:

i

751

701

il
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彎拗ξi峯炒鮨只欝躙 琴

眈一響騨『鐸鋼

ン
す
る
■
融
社
が
強
み
と
す
る

螢

編

轟

難

霧

戴

立
し
た
”
大
型
冷
蔵
庫
な
ど
を

共
同
利
用
し
て
各
社
の
運
転
コ

ス
ト
を
減
ら
す
の
が
目
的
だ
。

三
井
物
産
や
住
友
商
事
、
キ
リ

ン
グ
ル
■
プ
や
農
林
中
央
金
庫

が
支
援

‐
し
て
い
る
。　
■

．組
合
が
輸
出
に
乗
り
出
す
の

は
日
本
人
の
食
生
活
が
肉
類
中

心
へ
移
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景

だ
ず
　
　
一　
　
・．　
　
・

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
ヽ
日

本
人
の
魚
介
類
摂
取
量
は
神
年

」

前
よ
り
３
部
減
少
‘
水
産
業
に

一

と
っ
て
国
内
市
場
ぬ
縮
小
鐵
死

一

溝
問
題
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

組
合
が
主
体
と
な
れ
ば
白
治

一

体
の
補
助
金
や
金
融
機
関
∽
支

一

援
も
繹
や
す
く
、
個
別
企
業
の

負
担
簿
渡
筑
費
だ
け
で
す
む
。

組
合
が
狙
う
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
暮
ら
す
中
懸
系
の
華
僑
民

族
。
華
僑
消
費
籍
を
開
拓
す
れ

ば
東
南
ア
ジ
プ
の
機
の
国
へ
も

横
機
関
し
や
す
く
な
る
と
み

る
「

麟
盛
な
オ
●
プ

レ

「磁
性
技
術
』
を
最
新
デ
ジ
タ
ル

技
術
な
ど
を
使

っ
て
分
か
り
や

す
ぐ
紹
介
っ
入
館
無
料
で
上
簿

寺
闘
館
し
、
修
学
旅
行
や
家
族

．遷
れ
な
ど
め
来
館
を
見
込
む
。

２
０
鳶
５
年
に
関
設
し
、
社

ゲォとセプ
｀
ンインプン
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デ
・オ

ホ

ー

（
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Ｄ

）

と
一

一
‘
ン

・

ン̈
十
一

全
国
切
〇
苫

秋
田
県
湯
ぼ

す
る
―
写
専
ヽ

る
い
Ｖ
ひ
や

温
泉
付
ル

機
本
『ふ

Ｊ
鍮
驚
、鍾

東
日

玉
撻

菫
曝
本
）
費

■
で
開
発
ｉ

き
別
瀬
地
の

轟
，一■
．
・ず
で
一

消費減に危機感

華僑消費圏 開拓に挑む


